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※観測：紋別市 ※分析：(株)エコニクス

◎水温 (0～9mまでの平均値) ◎塩分 (0～9mまでの平均値) ◎Chl. a (0～9mまでの平均値) ◎動物プランクトン・沈殿量

平均水温
(℃)
平均塩分
(PSU)
平均Chl.a
(μg/ℓ)

沈殿量

主な出現種

※海洋環境データ欄の水温、塩分、Chl.aのグラフは、水深0～9mまでの平均値をプロットしたものである。平均水温、平均塩分、平均Chl.a欄の数値は、表示の都合上、水深0～9mまでの平均値を小数第2位で四捨五入した値で示し、グラフ上の表示と異なる場合がある。

※種名の先頭に“◎”がつく種類は、出現量の多い種類を示す。[ ]内の“+”はサンプル中の個体数の多さが後述の程度であると判断し、区分したグループである([+]出現、[++]やや多い、[+++]多い、[++++]かなり多い、[+++++]極めて多い)。

※種名の後ろの記号は、分析者の経験から北海道における出現傾向に後述の特徴があると判断し、区分したグループである(◆冷水性種、◆暖水性種、■汽水性種)。

※今月のサンプルには珪藻類(植物プランクトンの仲間)、腐植質(主に枯死・分解した植物由来の物質)が多く含まれており、沈殿量の数値はこれを含む。
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腐植質多い(NORPACネット)
珪藻多い(北原式定量ネット)

(NORPACネット)

(北原式定量ネット) (北原式定量ネット)

(NORPACネット)

◎Metridia pacifica  [++]◆

   (ｶｲｱｼ類：ﾒﾄﾘﾃﾞｨｱ･ﾊﾟｼﾌｨｶ)[冷水性]

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)[冷水性]

   (ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾍﾙﾄﾞﾏﾆ)[冷水性/汽水性]    (ﾌｼﾞﾂﾎﾞ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)   (ﾌｼﾞﾂﾎﾞ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

   (ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

◎Eurytemora herdmani  [++]◆■

◎Pseudocalanus newmani  [++]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)[冷水性]

珪藻多い
珪藻極めて多い

1.5

○Microsetella norvegica  [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｵﾖｷﾞｿｺﾐｼﾞﾝｺ)[暖水性]

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾛﾝｷﾞﾚﾐｽ)[冷水性]

○Pseudocalanus newmani  [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)[冷水性]

○Eurytemora herdmani  [+]◆■

◎Oithona similis  [++]

   (ｶｲｱｼ類：ｳﾐｹﾝﾐｼﾞﾝｺ)

   (尾虫類：ｷﾀｵﾀﾏﾎﾞﾔ)[冷水性]

○Calanus glacialis  [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｶﾗﾇｽ･ｸﾞﾗｼｱﾘｽ)[冷水性]

17.17.4

○Mesocalanus tenuicornis  [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ﾒｿｶﾗﾇｽ･ﾃﾇｲｺﾙﾆｽ)[暖水性]

   (尾虫類：ｷﾀｵﾀﾏﾎﾞﾔ)[冷水性]

○Acartia longiremis  [+]◆ ◎Balanomorpha (nauplius) [+++]

○Thysanoessa inermis  (nauplius) [+]◆

(NORPACネット)

(北原式定量ネット)

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾛﾝｷﾞﾚﾐｽ)[冷水性]

(NORPACネット)

109.0(北原式定量ネット)

○Oikopleura labradoriensis [+]◆

   (ｵｷｱﾐ類：ｻｲｻﾉｴｯｻ･ｲﾅｰﾐｽのﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)[冷水性]

◎Pseudocalanus newmani  [++]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)[冷水性]

◎Balanomorpha (nauplius) [++++]

   (ﾌｼﾞﾂﾎﾞ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

◎オホーツクタワーの動物プランクトン分析速報 (2024年3月)

概　　要 出現量の多かった種類
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動物プランクトンデータ海洋環境データ

(ml/m3)

◎Pseudocalanus newmani  [++++]◆ ○Oikopleura labradoriensis [+]◆

4.5

250.9

備考

○Oithona atlantica  [+]

   (ｶｲｱｼ類：ｵｲｿﾅ･ｱﾄﾗﾝﾃｨｶ)

○Balanomorpha (cypris) [+]

   (ﾌｼﾞﾂﾎﾞ類のｷﾌﾟﾘｽ幼生)

○Acartia longiremis  [+]◆

0.6

21.0

   (ﾌｼﾞﾂﾎﾞ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

2.2

腐植質やや多い
珪藻かなり多い

   (ｵｷｱﾐ類：ｻｲｻﾉｴｯｻ･ｲﾅｰﾐｽの卵)[冷水性]

○Oikopleura labradoriensis [+]◆

○Ophiuroidea (ophiopluteus) [+]

   (ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾍﾙﾄﾞﾏﾆ)[冷水性/汽水性]

○Obelia  sp. [+]

○Oithona atlantica  [+] ○Fritillaria borealis  f. typica [+]◆

   (尾虫類：ｷﾀｻｲﾂﾞﾁﾎﾞﾔ)[冷水性]

○Oithona atlantica  [+]

   (ｸﾓﾋﾄﾃﾞ類のｵﾌｨｵﾌﾟﾙﾃｳｽ幼生)

   (尾虫類：ｷﾀｵﾀﾏﾎﾞﾔ)[冷水性]   (ｸﾗｹﾞ類：ｵﾍﾞﾘｱ属)

   (ｶｲｱｼ類：ｵｲｿﾅ･ｱﾄﾗﾝﾃｨｶ)

◎Eurytemora herdmani  [++]◆■

   (ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾍﾙﾄﾞﾏﾆ)[冷水性/汽水性]

   (ｶｲｱｼ類：ｳﾐｹﾝﾐｼﾞﾝｺ)   (ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

(北原式定量ネット)
(NORPACネット)
(北原式定量ネット)

(NORPACネット)

◎Copepoda (nauplius) [++++]

   (ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

○Phyllodocidae (larva) [+]

○Eurytemora herdmani  [+]◆■

   (ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾍﾙﾄﾞﾏﾆ)[冷水性/汽水性]

◎Balanomorpha (nauplius) [++]

○Thysanoessa inermis  (nauplius) [+]◆

   (ﾌｼﾞﾂﾎﾞ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

   (ｵｷｱﾐ類：ｻｲｻﾉｴｯｻ･ｲﾅｰﾐｽのﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)[冷水性]

◎Copepoda (nauplius) [++++]

○Thysanoessa inermis  (egg) [+]◆

○Balanomorpha (nauplius) [+]

   (多毛類：ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科の幼生)

○Acartia longiremis  [+]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾛﾝｷﾞﾚﾐｽ)[冷水性]

◎Oithona similis  [++]

   (ｶｲｱｼ類：ｳﾐｹﾝﾐｼﾞﾝｺ)    (ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾍﾙﾄﾞﾏﾆ)[冷水性/汽水性]

○Eurytemora herdmani  [+]◆■

   (多毛類：ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科の幼生)

○Pseudocalanus newmani  [+]◆◎Balanomorpha (nauplius) [++]

◎Oithona similis  [++]

◎Copepoda (nauplius) [++++]

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)[冷水性]

(北原式定量ネット)
○Phyllodocidae (larva) [+]

◎Pseudocalanus newmani  [++]◆

(NORPACネット)

(北原式定量ネット)

   (ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)[冷水性]

(NORPACネット)

◎Thysanoessa inermis  (egg) [++]◆

   (ｵｷｱﾐ類：ｻｲｻﾉｴｯｻ･ｲﾅｰﾐｽの卵)[冷水性]   (ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾍﾙﾄﾞﾏﾆ)[冷水性/汽水性]

◎Eurytemora herdmani  [++]◆■

○Balanomorpha (nauplius) [+]

   (ﾌｼﾞﾂﾎﾞ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

◎Acartia longiremis [++]◆

   (ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾛﾝｷﾞﾚﾐｽ)[冷水性]

   (ｶｲｱｼ類：ｵｲｿﾅ･ｱﾄﾗﾝﾃｨｶ)
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●Copepoda (nauplius)
(ｶｲｱｼ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

カイアシ類の発生途中の幼生。脱皮を繰り返してノープ
リウス幼生、コペポダイト幼生の段階を経て成体にな

る。海産魚類の仔魚生残には、餌としてのカイアシ類の

ノープリウス幼生密度が決定的といわれている。

●Acartia longiremis ◆
(ｶｲｱｼ類：ｱｶﾙﾁｱ･ﾛﾝｷﾞﾚﾐｽ)

体長：♀1.0-1.4mm、♂0.9-1.2mm。世界各地の冷水
域沿岸に分布する。日本では東北から北海道沿岸に分布

する。

●Pseudocalanus newmani ◆
(ｶｲｱｼ類：ｼｭｳﾄﾞｶﾗﾇｽ･ﾆｭｳﾏﾆ)

体長：♀0.9-1.5mm、♂0.8-1.2mm。冷水域に極めて
普通に出現する。東北以北の沿岸では冬季最優占カイア

シ類の1種となる。

●Oithona similis
(ｶｲｱｼ類：ｳﾐｹﾝﾐｼﾞﾝｺ)

体長：♀0.7-1.0mm、♂0.6-0.7mm。各地の内湾、沿
岸、外洋で普通に出現する。日本各地の沿岸にみられる

代表的な種類である。各大洋に多く分布するが、比較的

冷水を好み、外洋より沿岸に多い。

※2024年1月19日：流氷初日、1月26日：流氷接岸初日 発表 ※2024年1月19日：流氷初日、1月26日：流氷接岸初日 発表 ※2024年1月19日：流氷初日、1月26日：流氷接岸初日 発表 ※2024年1月19日：流氷初日、1月26日：流氷接岸初日 発表

●Eurytemora herdmani ◆■
(ｶｲｱｼ類：ﾕｳﾘﾃﾓﾗ･ﾍﾙﾄﾞﾏﾆ)

体長：♀1.3-1.4mm、♂1.1-1.2mm。主に北半球高緯
度地方に分布する。日本では北海道東岸の汽水湖や沿岸

域、青森十三潟等で知られる。雌の第5胸節は大きな翼状

突起で終わり、外方に広がる。

●Metridia pacifica ◆
(ｶｲｱｼ類：ﾒﾄﾘﾃﾞｨｱ･ﾊﾟｼﾌｨｶ)

体長：♀2.6-3.5mm、♂2.0-2.5mm。おもにオホーツ
ク海、北部北太平洋親潮域に分布する。顕著な日周鉛直

移動を行う。黒潮域においても中・深層に生息し、

Metridia属のうち、もっとも多数出現する。

●Balanomorpha (nauplius)
(ﾌｼﾞﾂﾎﾞ類のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生)

フジツボ類の発生途中の幼生。フジツボ類はほとんどが
雌雄同体で、卵のふ化後にノープリウス幼生、キプリス

幼生の段階を経て固着生活に移る。

●Thysanoessa inermis (egg) ◆
(ｵｷｱﾐ類：ｻｲｻﾉｴｯｻ･ｲﾅｰﾐｽの卵)

体長（成体）：♀25mm、♂30mm。北太平洋亜寒帯、
ベーリング海、日本海北部、オホーツク海の300m以浅

に分布し、北極海、大西洋北部にも見られる。


